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1. Rice 大学での研究活動 
私は Dr. Tezduyar 研究室で分岐血管モデルについて研究しました。この５週間で流体構

造連成解析のための分岐血管メッシュ作成のアルゴリズムの制作に成功し、あらゆる血管

に適応が可能です。診察上、血流と血管壁両方の動きが必要なので、流体と構造が同時に解

かなければいけません。それを流体構造連成解析といいます。この研究のメリットは、力学

的な視点から血管疾患の解析を実現可能にしたこと。また、流体構造連成解析後に、異なる

条件で血管はどうふるまうのかより理解を高められることである。 
2. 研究活動における日米の違い 
 研究設備や施設は日本の方が恵まれていました。日本では先輩後輩や、ゼミという教育シ

ステムがあるのに対し、アメリカではほとんど個人で独学しないといけないという点では

大きく違いを感じました。それと同様に日本の研究室は何人か共同で似ているプロジェク

トに取り組むのに対し、アメリカではほとんど一人一つのプロジェクトでした。アメリカで

はほとんど博士課程の授業料なく、しかも生活費までいただけるというのを聞いて驚きま

した。またアメリカでの女性のアカデミアキャリアへの支援が充実していることがわかり

ました。 
3. 米国の文化・生活面での発見・苦労等 
 過去に三回アメリカに旅行来たことがありますが、やはり長期滞在して初めて分かった

ことが多くありました。いろんな現地の方と交流する中で、全く違う人生観や価値観を触れ

ることができ、自分の考えも変わるようになりました。また、英語は日本語と違って回り道

せずに直接に意思を伝える言語であるのが実感でき、好きになりました。いいところがあれ

ば素直に褒める、褒められたら素直に受け止める、これも日本ではあまり見かけないことで

した。日本人は賛辞に対して無意識に自己否定を行っています。みんな同じがいいという日

本的な考えに対し、アメリカではみんな違ってみんないいというのが体験できました。生活

で苦労したことはヒューストンが車社会であり、公共交通のサービスが悪かったことです。

車がないので、行きたいところに行けない、また毎回 Uber を呼ぶのは金銭的、時間的にも

不便でした。 
4. 本プログラムに参加の成果・意義 
このプログラムを通し、アメリカで博士課程への進学することを決意しました。アメリカ

で活躍するいろんな日本人の方と触れ合うことができ、別に周りに合わせる必要などなく、

こんな生き方もあるのだなととても刺激になりました。実際アメリカの大学で研究したこ

とで、それは昔自分が想像したようなハードル高い世界ではなく、自分でもがんばれば届く

ものであると体感できました。プログラムの設計上、研究室選び、毎週の報告書、人脈作り

など、PhD に応募する上での必要なスキルを鍛えることができ、非常に勉強になりました。

これからは米国での博士課程の進学を目指し、研究力、英語力などを高めていきたいと思い

ます。 


